






















が配布され、そこに卒業論文の要約を書くよう指示されました。当時の皆の驚いた顔は今でもよく覚えています。ゼミに配属される前から、先生は予想を超えた形で私達学生を試してくると思っていた私は、急遽口述試験が記述試験に変わったとき、やはり牧野先生は牧野先生だと思いました。どんな質問にも答えら るよう、何章で何 書い かなど、事前にしっかり読み返し おいてよかったとほっとしたことを覚えています。
卒業後、国文学科の助手になってからは、先生が新幹線
の行き帰りで論文を書き上げられたこと、実践に在職されてからほとんど途切れることなく毎号実践国文学で執筆されていたことなど、先生の武勇伝を くさん伺いました。恥ずかしながら在学中、研究者としての先生をあま 存じ上げませんでしたので、新しいことを探求し続けてい 先生の姿に尊敬の念を抱 ました。
助手としての仕事では、業務を行う中で不便と感じた部
分について、自分で考え、解決策を練り、改善していく、ということを常に心掛け ました。これは 学生時代牧野先生の「教えない指導」により、培っ ものだ 思います。 「主体的に考え 答えを導き出し 自ら行動する」ことは、社会に出てから本当 必要だと実感しています。大変ありがたいこと 、先生方より助手 て勤めてくれ
てよかったとのお言葉をいただき、転職もすぐに新たなご縁に出会うことができました。私は現在も主体的に考え、行動することを心掛け、少しずつではありますが、日々成長し続けられている 思います。先生のゼミ生でよかったと改めて感じております。 本当にありがとうございました。
四月以降、大学へ行っても先生にお会いすることができ
ないのはとても寂しいですが、これからもお会 できたときに、先生から多々学ばせていただきたいと思っております。
大学四年間と卒業してからの三年間、大変お世話になり
ました。今後も日本や海外などあちこちに出掛けられ、研究を続けられるかと存じますが、 どうぞ 体に気をつけて、いつまでもお元気でいてください。
長きに渡る教員生活、本当にお疲れ様でした。またお会
いできること とても楽しみにしております。
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